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奄美群島におけるさとうきびの畑地かんがいについて

鹿児島県大島支庁土地改良課○小牧1改良課○小牧剛

新川俊郎

(表－１）年次別生産実績１．まえがき

奄美群島における農業の代表的な主幹作目とし

てさとうきびがある。さとうきびの栽培において

は，昭和36年にＮ:ＣＯ､３１０が奄美の奨励品種に

指定され，この品種が更新された昭和39年度にお

いてば生産量57万トン10アール当り収量8,036A９

で従来の最高を記録した。（表－１参照）

しかしその後地力の低下や病虫害の発生，Ｎ：

ＣＯ、３１０の退化現象，労働力の不足およびこれに

伴う栽培の粗放化，永年株出面積の増大等により

年々低下の一途をたどりつつある。

さとうきびの農産物全体に示める割合は表－２

の如く作付面積で53.38％，生産額で43.33％とい

づれも第一位を示しておりさとうきび作の豊凶は

農家経済に極めて大きい影響を及ぼすことになる。

さとうきびの増収を図るためには，品種の改良

病虫害対策,施肥技術,機械力導入等あらゆる角度

からの検討が望まれるわけであるが，士地改良の

面から最も重点的に事業化して推進しているのは

（１）かんがい

（２）士じよう改良（客士）

（３）ほ場整備及び農道設置

である。

2．かんがい

（１）水理地質

徳之島南部喜界島，沖永良部島，与論島はサン

ゴ礁，石灰岩に厚く覆われているため降水は直ち

に地下に浸透し，一部の地区を除いて地表流水は

殆ど承られない。

サンゴ礁石灰岩の発達の箸るしい地域には暗川

（クラゴウ）と称する石灰洞流水があり，また各

所に湧泉が分布しているが，島岐では流域面積が

小さいため大部分のものは流量は極めて少ない。

従来飲雑用水として石灰洞流水および湧泉が利用

されてきたが数年前まで飲雑用水として天水に頼

っていた部落も数多くあり，これらの部落には数

個の井戸がある｡サンゴ礁石灰岩は数層に分れ,そ
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の不整合面のうちにはすぐれた帯水層となってい

るものがあり，湧泉の大部分はこの地下水の露頭

と考えられる。基盤岩は古生層，深成岩類（徳之

島，沖永良部島，与論島）および新第三紀層（喜

界島）で古生層を基盤とする地域では基盤上に礫

層が椎積しすぐれた帯水層をなくしているところ

もあるので今後この深層地下水の開発利用を検討

中である。
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（２）気象

表－３

区分月別

量別降水日数（年平均） 資料名瀬測候所期間明治30～H召1;[143年
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（３）かん水量

現在の各事業計画において採用しているかん水

量の基礎数値は20MW､の１０日間断である。これは下

記のデータにもとづくものである。

①試験方法県農試徳之島糖業支場

イ，供試品種Ｎ：ＣＯ、３１０ロ，栽培密度

120c〃×３０c〃

120c〃x15cliz

，､，植付時期昭和42年７月27日

二，区制及び面積１区20.16㎡３区制

ﾎ,試験区の構成および施肥量（表－６)

１）かんがい水量およびかんがい間断

30,1,15日間断

２）試験区および施肥量（ん,/α）

②かん水実施

昭和42年（スプリンクラー）

７月29日全ほ均一かん水，８月９日１０日間

断２０噸，３０１，願，８月24日１０日間断２０”，

３０１，，M，８月29日１５日間断３０噸区，９月１１日

１０日間断２０mm，30,,1,区，９月１６日，１５日間断

３０鰄鬮区，９月21日１０日間断２０”，３０”区

昭和43年（レインガン）

８月２日全区20mmv，３０噸

６



表-６試験区の構成及び施肥量
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､g4iiiプ

鬘圏二
同比原

一
重

料
一
茎

試
品

死
数

同比

３区Ｍ 茎長｜茎径 ３区Ｍｌ１２区Ｍ

ll

Jil1i物’
285c〃｜

翼iｌ
148本

176

８１

16.2％

1７．４

９．５

１３．１

１５．４

１２．１

100％

107.5

９８．１

Ａ
Ｂ
Ｃ

91616,

1,010

８５５

24〃〃

2１

２４

100％

(1,091ｋ,）
１

￣￣---￣１コ

器：
104.2

108.9

100.1

９２７

1,037

９６９

121

160

117

９
８
９

７
８
７

２
２
２

１
０
４

２
２
２

同
上２ １０２．５

(1,118ｋ,）
'１，０７２１
１－－－－－，－

Ｉ１ｉｉＪ

捌
皿
伽
一
肌
川
川

974

995

1３．８

１２．２

１５．３

283

248

275

９８．１

１１１．７

９７．７

２
０
２

２
２
２

同
上３

１００．６

(1.098ｋ,）

l1
lL164

1Lo5‘９４４

1--
,1,1961４．１

２６．１

１５．５

270

295

287

３
４
４

２
２
２

111.7

108.8

105.0

同
上４ １０６．６

(1,162kg）
1,165

1,125

備考１：標準区，２：三要素等量区，３：少朏，４：密植Ｘ，Ｍ：平均Ａ：３０師団/１０

日間断，Ｂ：２０脚〃/10曰間断，Ｃ：３０〃"/15日間断

表－８薦汁分析（度％）

④考察

ア）施肥量

.-fifBソ

識lBXl糖度I非糖分|純糖率|還元糖|邊襄|繊維分|塁簔
ア）施肥量：各施肥量間では密植区の106％で

最高収量に達し次いで三要素等量＞少肥区＞標準

区のＩＩ項となりほぼ生育過程と同傾向を示した。少

肥区の場合生育伸長の旺盛期の基長の伸びは直接

収量に結びつかなかったが全区共かん水を行なう

ことにより士じよう物理性を変え吸収根および根

毛の発生を促し初期から中期にかけて生育を順調

ならしめた。

イ）かん水量；収量順位を見ると20“かん水１０

日間断が密植区を除いてどの施肥量間でも常に有

効かつ適当な士じよう水で順調な生育伸長をとげ

最も高く３０”１５日の順となった。密植の場合20鰯露

かん水１０日間断が若干低収に終った点については

３
７
３
｜

即川山一
３
３
８
－

叩
川
川
一

Ａ'2０．５

lBl2L2
18.6

19.41
18.31
-Ｉ

90.7

91.5

90.6

●
●
●

（
叩
叩
》
（
皿
叩
）
（
皿
叩
）

７
９
３

２
０
１

１．４５

０．４４

０．７３

1.9

一
Ⅳ
｜
蛆
｜
加

川
一
川
川
加
一
川
川
脇
一
川
川
川

汕
｜
川
川
川
一
加
川
加
一
川
川
川

Ｃｌ同２上一同３上一同４上

’
’

一
一
川
川
畑

101,11435

1蟹:蝿

●
●
●

ｎ
ｍ
叩
）
（
エ
叩
叩
》
《
ｍ
四
叩
）

３
６
８

３
０
０

１．８１

０．３１

０．４７

０．６９

０．３２

０．３７

’
１
５
０

’
●
●
●

１
０
２

９
９
９

●
●
●
●
●
●

（
、
叩
》
（
曲
叩
》
（
、
ｗ
》
（
一
曲
Ⅷ
）
（
｜
卯
叩
）
（
叩
叩
》

３
６
７
０
６
９

１
０
０
－
３
０
０

1１．５６

１１．２１

１１．７９

1４．４０

１４．４１

１５．３１

蝿

０
９
７

●
●
●

０
９
０

９
８
９

１．６９

０．３２

０．４９

７



上記した終始有効的士じよう水分により生育全期

に掛けて茎長茎数が十分に伸長増加を示したが後

期になって生育要因である気象，環境条件特に通

風採光が十分得られず倒伏し倒伏による枯死茎率

も26.1％と全区を通じて最も多かったことが低収

の一因と考えられる。

ウ）蕨汁分析；密値すると非糖分が２％台にあ

がりまた純糖率も低くどうしても質的低下をきた

す。三要素等量区においてＢＸの低下が見られる

が本試験では原因究明は出来ない。かん水量から

云えることは２０'術かん水１０日間断の場合各施肥量

間共還元糖が少ない点である。生育因子である士

じよう水分が十分であり合成作用が円滑に行なわ

れ，糖熟が早やまると同時に糖分蓄積が順調に進

行したためて、あろう０

エ）総括；経済性から見た効果的かん水量は20

,W､で十分であり，その間断日数い０日が限度であ

る。間断日数をどの程度まで縮められるかは今後

の試験をまたねばならない。施肥量の点について

はかん水した場合現在の基準で高い収量をあげら

れる。

傾斜地果樹園の開園について
､8趣f"’

宮崎県中部耕地事務所東野治正○中山昌幸

士量計算を行なえばよいか

抜根刈払等については一般の歩掛を適要し，切

醗の士量計算は傾斜度の変化に応じて横断測量を

行ない，標準傾斜度に修正を行なう。但し地形が

複雑で面積が大きい場合は，コンター測量を正確

に行なって図上横断により士量計算を行なうこと

が出来る。比江ケ久保地区は前方を造用し，仁田

尾地区は後方を適用してそれぞれ±量計算を行な

った。

(2)修正山成開墾で谷間の埋立を行なう場合の法

止方法を地下水の処置および盛士の沈下等につ

いて，どのような工法を取ったらよいか。

修正山成開墾の場合は大，小の谷間の埋立が伴

なうが，この場合の法面の安定工法はあらまし埋

立完了後その前面の下部に基礎コンクリートを打

設し，控35c伽のコンクリートブロックを，割の勾

配で，法長の約§程度を保護し，その背面は栗石

を挿入し地下水の排除を考慮する。（図－１参照）

コンクリートブロックの上部法面は士羽打張芝を

行ないその勾配は１割５分で施行する。埋立を行

なう現況の谷間はその地形に応じて粗朶暗渠を埋

ｌはじめに

傾斜地における果樹園の開畑については，現在

まであまり文献もなく，その工法については多く

の未解決の問題点があるように考えられる。ここ

に県営開拓パイロット事業仁田尾地区，および構

造改善事業により施行した，比江ケ久保地区みか

ん園造成の実例を紹介し，農地造成の問題点と対

策について検討した概要を報告して，傾斜地に於

ける農地造成の参考に供したい。

Ｈ事業の概要

県営開拓パイロット事業仁田尾地区は，宮崎市

の西方約25ﾙ"大淀川の上流右岸に位置し，地区内

の標高は10077Z～400ｍ，自然傾斜度５｡～35.の谷

間の多いかなり急傾斜の山林である。地区の造成

面積は64.6haで，この造成に要した総事業費は約

155,000千円である。構造改善事業て施行した比

江ケ久保地区は宮崎市の西南西約15〃１m清武川の上

流に位置し，標高150ｍ～25077Zの自然傾斜度５。

～25゜のやや急傾斜の山林で，地区の造成面積は

21.3ｈａである。この造成に要した総事業費は約

23,700千円で，両地区とも農地造成の方法は修正

山成開墾により行なったものである。仁田尾地区

は普通および早生温川みかんを植付け，比江ケ久

保地区は日向夏ふかん（サマーオレンヂ）を植付

けるものである。

Ⅲ傾斜地における農地造成上の問題点と

その対策

１．開こん造成について

(1)修正山成開墾の造成方法はどのような方法で

Iii繼〆

法Ｉ上１：断面図（図－２）
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